
未
来
へ
つ
な
ご
う
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム

「
日
本
農
業
遺
産
」認
定
！

　
滋
賀
で
は
、
琵
琶
湖
の
伝
統
漁
法
や
、

水
環か

ん

境き
ょ
う

や
生
態
系
に
配は

い

慮り
ょ

し
た
農
業
、
水

源
林
や
ヨ
シ
帯
の
保
全
な
ど
、
琵
琶
湖
と
そ

の
周
囲
の
環か

ん

境き
ょ
う

を
大
切
に
す
る
暮
ら
し
が
何

　

琵
琶
湖
と
共
生
し
て
き
た
滋
賀
の
農
林
水
産
業

が
、
２
０
１
９
年
２
月
、「
日
本
農
業
遺
産
」に
認

定
さ
れ
ま
し
た
！ 

現
在
は「
世
界
農
業
遺
産
」の

申し

ん

請せ

い

中
で
す
。こ
こ
で
は
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る「
琵

琶
湖
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
ご
紹し

ょ
う

介か

い

し
ま
す
。

琵 琶 湖システム

現代に受け継がれる琵琶湖の原風景
伝統的なエリ漁、水田、水源の森

琵琶湖の恵み
多彩な在来魚 ふなずし

●エリ漁などの伝統的漁法
　琵琶湖のエリ漁は、魚の習性を巧

たく

み

に利用して網
あみ

の中へ誘
ゆう

導
どう

する「待ちの漁

法」。必要な量だけを漁
ぎょ

獲
かく

でき、限りあ

る水産資源を大切にする漁法として受

け継
つ

がれています。

世
代
に
も
わ
た
っ
て
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
琵
琶
湖
の
水
産
物
や
、
環か

ん

境き
ょ
う

に
こ
だ
わ
っ

て
栽さ

い

培ば
い

さ
れ
た
お
米
を
食
べ
る
こ
と
で
、
琵

琶
湖
の
環か

ん

境き
ょ
う

や
生
態
系
に
配は

い

慮り
ょ

し
た
漁
業

や
農
業
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
な
が
ら
、
豊
か

な
琵
琶
湖
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
応お

う

援え
ん

し
ま
し
ょ
う
！

●食文化
　湖魚をご飯に漬

つ

けこんで発
はっ

酵
こう

させる

「ふなずし」などの伝統的な食文化は、

祭礼の供え物としても用いられ、地域

の人
ひと

々
びと

の絆
きずな

を深めることにもつながって

います。

　滋賀の風土と歴史の中で生み出され、千年以上にわたって受け継
つ

がれてき

た「琵琶湖と共生する農林水産業」。相互に深く関わり合い、豊かな恵みをも

たらしてきた農林水産業のつながりを「琵琶湖システム」と呼んでいます。

食文化

エリ漁などの
伝統的漁法

魚の
ゆりかご水田

環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

した
農業や
水源林保全
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「日本農業遺産」認定！ 未来へつなごう琵琶湖システム特集2

世 界 農 業 遺 産 、
日本 農 業 遺 産とは？

琵 琶 湖システム
～  森・里・湖

う み

に育
はぐく

まれる漁業と農業が
織りなす琵琶湖システム ～

　「世界農業遺産」は、世界的に重要な、未来に継
け い

承
しょう

すべ

き農林水産業システムを、国連食
しょく

糧
りょう

農業機関（FAO）が認

定する制度です。何世代にもわたって続けられてきた伝統

的で持続的な農業・漁業・林業と、それに関わる人
ひ と

々
びと

が育
はぐく

んできた暮らしや文化、生物の多様性が評価されます。「日

本農業遺産」はその国内版で、農林水産省が認定します。

「琵琶湖システム」を未来につなぐ営み

私たちの食を支えている「琵琶湖システム」

食べて応
お う

援
え ん

しませんか？

　「琵琶湖システム」の豊かな恵
め ぐ

みを地域に届けてくださっている

漁師さん、農家さんをご紹
しょう

介
か い

します。

　若手漁師の一人として、琵琶湖の漁業と魚の魅
み

力
りょく

をより多くの皆
みな

さ

んに知ってもらえるようPR活動に励
はげ

んでいます。

　「天然ビワマスの親子丼
どん

」が日本一に輝
かがや

いたフィッシュワングランプリ

への挑
ちょう

戦
せん

や、これまで美味しさを知られてこな

かったニゴイを素材とした新たな商品の開発

など、異業種の皆
みな

さんとも連
れん

携
けい

した活動を

進めています。また、琵琶湖の環
かん

境
きょう

を守る

美化活動や子どもたちへの出前講座など、

地域の食文化や貴重な自然を未来へ受

け渡
わた

す取り組みにも積極的に参加して

います。

中村水産（高島市）  中
な か

村
む ら

 清
せ い

作
さ く

さん

株式会社レイクスファーム（野洲市）  辻
つ じ

 久
く

美
み

子
こ

さん

●「魚のゆりかご水田」など環
か ん

境
きょう

にこだわった農業

生きものにやさしい農業を営む
水田での「生きもの観察会」

水路を遡上する湖魚

地域住民や漁業者も参画する
水源林の保全

企業や地域の皆さんによる
ヨシ帯保全活動

●水源林やヨシ帯の保全
　琵琶湖の水質や生態系を守る上で、水源林やヨシ帯の保

全も大きな役
やく

割
わり

を果たしています。

　かつて、漁業に従事していた歴史も受け継
つ

ぐレイクスファーム。琵

琶湖の水や生きものに想いを巡
めぐ

らせて、農薬を極力使わず、草とり、

虫とりに手間をかけて育てる農法により、少量

多品目の野菜や果樹などを生産しています。

　露
ろ

地
じ

やハウスで、カラフルで元気な野

菜やブルーベリーを栽
さい

培
ばい

し、地域の安全・

安心の味を消費者の皆
みな

さんに届けな

がら、「しが農業女子100人プロジェ

クト」のメンバーとして、仲間と共

に地域の農業振
しん

興
こう

に尽
じん

力
りょく

してい

ます。

県では県産農畜水産物の宅配支援キャンペーンを行っています。

詳しくはP5をご覧ください。

「琵琶湖八
はっ

珍
ちん

」（ビワマス・ニゴロブナ・ホンモロコ・
イサザ・ゴリ・コアユ・スジエビ・ハス）やセタシジ
ミといった湖の味覚は、“びわ湖のめぐみ”です。

琵琶湖から遡
そ

上
じょう

した魚が産卵し、稚
ち

魚
ぎょ

が育った水田
で栽

さい

培
ばい

された生きものにやさしいお米です。

農薬や化学肥料を通常の半分以下にするとともに環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

した栽
さい

培
ばい

技術で生産された農産物です。

県庁農政課お問合せ 077-528-3825TEL 077-528-4880FAX ga00@pref.shiga.lg.jpe

●詳
く わ

しくはこちらのホームページから！

「琵琶湖システム 農業遺産」で検索！

https://www.pref.shiga.lg.jp/
biwako-system/

◆びわ湖のめぐみ

◆魚のゆりかご水田米

◆環
か ん

境
き ょ う

こだわり農産物

　ニゴロブナなどの湖魚が産卵のために、琵琶湖と水田を行

き来していた、かつての湖辺の環
かん

境
きょう

を取り戻
もど

す「魚のゆりか

ご水田プロジェクト」など、環
かん

境
きょう

にこだわった農業が水産資源

と生物の多様性の保全につながっています。

撮影：株式会社フラン
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